
nkTradeユーザマニュアル



nkTradeとは おことわり

OS Windows10 64bitのみで動作します。

DRAMメモリ4GB以上を推奨します。

Javaの環境変数の設定が必要です。

Webブラウザ Google Chromeを利用します。

利用に伴うコンピュータの不具合、あら
ゆる損失についていかなる理由があって
も開発者は一切の責任を負いかねます。

優待クロスを支援するツールです。



Javaの環境変数の設定 （参考）設定のヒント

Java8以上で動作することは確認済みです
コマンドプロンプト(cmd.exe) を開き、
「java -version」と入力してバージョン
情報が出れば環境変数の設定はOKです。

C:¥Program Files (x86)¥openjdk¥binにイン
ストールした状態だと下記のようになり
ます。

JDK（Java Development Kit）は下記より入
手できます。

https://www.oracle.com/java/technologies/j
avase-jdk14-downloads.html

JDKのインストールフォルダは任意です。
詳しい設定方法はGoogleで検索ください。

https://www.oracle.com/java/technologies/javase-jdk14-downloads.html


インストール手順 初期設定（１）

インストーラをダブル
クリックします。

インストーラのインストール先フォルダの
パスは【C:¥chromedriver】で固定です。
※開発者都合ですみません。

[設定]-[アカウント]をクリックします。

nkTrade.exeをダブル
クリックします。



初期設定（２） 初期設定（３）

支店コード、口座番号、パスワードを設定
します。ご自身の認証情報をカンマ区切り
で記入し保存してください。（複数行記入可）

nkTradeを再起動します。

初期設定は以上になります。

メモ帳で下記のテキストファイルが
確認できます。

こんな画面で起動すればたぶんOKです。



スクリプト起動手順（１） スクリプト起動手順（２）

スクリプト起動を試します。nkTradeを起
動し、注文するアカウントを選択します。

注文したい証券コードを記入します。
複数指定する場合はカンマ区切りにします。

注文単価を指定します。
詳細は別頁にて説明します。

約定通知の設定、宛先メールアドレスの
設定を行います。

有効期限を選択します。
【当日中】【今週中】から選択します。

起動オプションを選択します。
慣れないうちはheadless:OFFにしときま
しょう。

headless:ON：ヘッドレスモード有効
headless:OFF：ヘッドレスモード無効

【設定反映】ボタンを押下します。



スクリプト起動手順（３） 証券コードボタン登録（１）

注文内容を選択します。最初は【循環売
り】にしておきます。赤枠のボタンを押
下します。

黒画面が起動しブラウザも起動し、循環
売り注文を自動で試行しつづけます。

スクリプト起動手順は以上になります

証券コードボタンを追加してみましょう

追加したい銘柄名と証券コードを下記の
フォームに入力し【ボタン登録】を押下
します。

再起動します。



証券コードボタン登録（２） 在庫数量取得

ボタンが追加されました。

propertiesBUTTON.txtを直接編集して追加/削
除することも可能です。TPOに応じて使い分
けてください。

証券コードボタン登録は以上になります。

ボタン登録した銘柄の在庫数量を取得し
ましょう。【在庫数量取得】ボタンを押
下します。

ボタンをマウスオーバーすると、
在庫数量が確認できるようになりました。

在庫数量取得は以上になります

取得が完了すると
【在庫数量取得【済】】となります。



基本的な機能は以上になります。
以下に詳細機能の説明をします。

画面は開発中のもので実際とは異なります。



起動時の画面 メニュー＞設定

各プロパティファイルを確認できます。下記のような画面が表示されます。



メニュー＞ブックマーク メニュー＞ヘルプ

資材フォルダをエクスプローラで開きます。役立つWebサイトへのLINKがあります。
クリックするとブラウザでアクセスします。



検索コード/Gokigen検索 注文コード/数量

注文したい証券コードと数量を指定します。指定した証券コードをGokigen検索します。



注文単価（売注文のみ）

■凡例■

【指値：S高+】
値幅制限よりちょっと上の指値注文

【指値：S高】
値幅制限上限値の指値注文

【成行：引け】
引成注文

【成行】
成行注文

※【成行：引け】【成行】の場合
有効期限は強制的に【当日中】となる

注文単価を指定します。



約定通知 有効期限

【当日中】【今週中】を指定します約定したら指定したメールアドレスに
メール通知します。



循環売り/連打売り/制度成行買い

自動注文を実行します。

■凡例■
【循環売り】
循環速度の間隔で売注文を試行する
左図の注文コードと数量を設定した場合、

3333：300株
→ 9979：100株

→3333：300株
→9979：100株…

の順で注文を試行する。

【連打売り】
連打速度の間隔で注文を試行する
左図の注文コードと数量を指定した場合、
3333を100株注文するプロセスが3つ、
9979を100株注文するプロセスが1つ、
合計4プロセスで注文を試行する

【制度成行買い】
成行注文で制度信用買い注文を試行する
左図の注文コードと数量を指定した場合、
3333：100株×3、9979：100株×1
の注文を試行する



全注文成行訂正 現渡

指定した注文コードの信用建玉を現渡します。
※一般信用の建玉のみ

全ての指値注文を成行訂正します。



最後に、在庫監視の機能について解説します



在庫監視（１） 在庫監視（２）

在庫の存在を確認できたときに、
LINE Notifyに通知を送ることができます。

本機能は、LINENotifyのパーソナルアクセス
トークンを事前に取得する必要があります。

アクセストークンを取得します。
https://notify-bot.line.me/ja/
にアクセスしLINEのアカウントでログイン
します。



在庫監視（３） 在庫監視（４）

[マイページ]よりアクセストークンを発行
します

発行したトークンを控えます。
このあと二度と表示されないので、
確実にコピーしてください



在庫監視（５） 在庫監視（６）

nkTradeを起動し、監視したい銘柄の証券
コードと発行したトークンを入力します。

【設定反映】ボタンを押下します。

【在庫監視】ボタンを押下します。

黒画面が起動します。
売建可能数量を10分おきに監視します。

在庫の存在を確認すると、LINE Notifyにて
通知します。

在庫監視の機能は以上になります。

※監視コードの入力方法※

キーボードで直接入力してもよいですが、銘柄コードボタンをマウ
スでドラック＆ドロップでスワイプする感じで操作することで入力
することもできます。



nkTrade導入マニュアルは以上になります。
Enjoy Your Gokigen CROSS LIFE!!


